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【向井観光部長】  

 それでは、定刻より少し早いのですけれども、始めさせていただければと思

います。これより「東京の観光振興を考える有識者会議」を開会いたします。  

 本日は御多忙にもかかわらず御出席いただきまして、誠にありがとうござい

ます。  

 私、東京都産業労働局観光部長の向井でございます。よろしくお願いいたし

ます。  

 議事に入るまで進行役を務めさせていただきます。  

 ここで、まず、本日の資料の確認をさせていただきます。  

 お手元には議事次第、座席表、資料１の委員等名簿、そのほか、来月９月に

実施しますイベント２点のチラシ等をお配りさせていただいております。  

 なお、議事次第に記載しております資料２、資料３及び本日のプレゼンテー

ション資料は卓上のタブレット端末で御覧いただけます。  

 オンラインで御参加の方は、事前に事務局より送付しております資料を御覧

ください。  

 なお、タブレット端末のページ送りは事務局で操作いたしますので、御承知

おきください。  

 続いて、マイクの操作について申し上げます。  

 オンラインで御参加いただいている委員につきましては、発言されるときの

みマイクをオンにしていただき、それ以外はマイクをオフ、ミュートにしてい

ただきますようお願いいたします。  

 会場の委員の皆様につきましては、御発言の際、マイクの右側のボタンを押

し、赤いランプが点灯してから御発言いただきますようお願いいたします。御

発言が終わりましたら、再度右側のボタンを押してマイクをオフにしていただ

きますようお願い申し上げます。  

 次に、本日の委員の皆様の出欠状況について報告させていただきます。  

 本日は委員 15名中 12名の皆様に御出席いただいております。うち４名の皆様

には、オンラインでの御参加をいただいております。出席者につきましては、

座席表の配付をもって代えさせていただきます。  

 それでは、恐れ入りますが、この後の議事進行につきましては、佐藤座長に

お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。  

【佐藤座長】  

 それでは、 2023年度第２回目の「東京の観光振興を考える有識者会議」の議

事を進行させていただきます。  

 今年度は、この有識者会議における議論を踏まえて、東京都観光産業振興実

行プランが改定される年に当たっております。去る６月 22日に開催されました

今年度の第１回会議においては、東京が持つ多様な魅力の戦略的な発信や多角
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的な視点での観光資源の開発や磨き上げといった論点につきまして活発な議論

が行われ、食でありますとか安全・安心でありますとか文化・芸術といったキ

ーワードが浮かび上がってまいりました。  

 前回会議での議論を踏まえ、本日も委員の皆様の御協力を得て東京都観光産

業振興実行プランの改定に有意義な議論を行っていきたいと考えておりますの

で、どうぞよろしくお願いをいたします。  

 それでは、初めに、小池知事から一言御挨拶をお願いいたします。  

【小池知事】  

 皆様、こんにちは。第２回の「東京の観光振興を考える有識者会議」となり

ました。御多忙のところ、御出席、ありがとうございます。また、オンライン

で御参加、誠にありがとうございます。  

 都内でも国内はもちろん、海外からの旅行者も随分目にするようになりまし

た。人々の往来が活発になってきたなということを改めて感じております。私

自身も最近は海外を回ることが多く、世界陸上が今、ブダペストで開かれてお

りましたが、こちらの次の大会の会場は東京で行うことになっております。2025

年ということで、そのときはデフリンピックも開催をいたします。また、東京

大会のパラリンピックのときのレガシーを有効に活用し、さらに先へ進めてい

きたいと思っております。  

 ちなみに、フィンランドを経由して帰ってまいりましたけれども、フィンラ

ンドからのフライトにはアトキンソンさんのように随分背の高い人たちがいっ

ぱい乗っておられまして、その人たちは沖縄でのバスケットの応援にフィンラ

ンドから行く方々だったのですね。やはりスポーツというのは観光にとっても

大きなコンテンツです。ロンドンに参りましたときもロンドンのサディク・カ

ーン市長が、あそこはウインブルドンが有名ですけれども、あとゴルフとかス

ポーツということを市のポリシーの一つとしてこれからも進めるということを

おっしゃっておられました。  

 東京の魅力もこうやってスポーツから、そしてまた伝統文化やアニメ、ポッ

プカルチャー、いろいろコンテンツを活かして、また、島もあります。島や、

奥多摩のほうに自転車で回るなど様々な関心事は人によって違いますので、そ

れらのコンテンツを本当に日本でそれをやりたいのだ、東京に行きたいのだと

いう方々の満足を満たすような、そういう工夫をしてまいりたいと考えており

ます。  

 そして、 SusHi Tech Tokyoということで、これまでも様々なスタートアップ

も東京にお越しいただくような工夫もしておりますし、また、何よりもコロナ

が 1,200日続きましたけれども、元に戻るのではなくてサステナブルな回復、リ

カバリーということを目指して進めていきたいと、このように考えております

ので、有識者の皆様方の御意見を頂戴できれば、ぜひとんがった御意見も大歓
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迎でございますので、よろしくお願いいたします。  

 前回に続いて、今日は来年度からの３か年プランの策定に向けました議論も

お願いをしたいと思います。また、今日は山田委員から食をテーマにプレゼン

テーションをいただきたいと存じます。どうぞ本日の有識者会議、皆様の御参

加を得て必ずや実りの多いものとなることを期待いたしております。どうぞよ

ろしくお願いを申し上げます。ありがとうございます。  

【佐藤座長】  

 知事、どうもありがとうございました。  

 それでは、まず事務局から資料の説明をいただき、その後、山田委員からプ

レゼンテーションをしていただきます。プレゼンテーション終了後、委員の皆

様に御議論いただきたいと思います。  

 それでは、まず事務局より資料説明をお願いいたします。  

【前田観光振興担当部長】  

 それでは、事務局から、資料２「東京の魅力を活かした観光振興に ついて」、

御説明いたします。  

 前回、６月の有識者会議では、今後３か年を見据えた観光振興について幅広

い視点から御意見を頂戴いたしました。本日の有識者会議では、東京ならでは

の強み、魅力を活かした観光振興につきまして、さらに御議論を深めていただ

ければと思います。  

 まず、都内を訪れた外国人旅行者を対象に都が実施したアンケート調査の令

和４年の結果を御紹介いたします。  

 東京を訪れた際の行動としては「日本食を楽しむ」を筆頭に、ショッピング

や伝統・文化に関するものが上位に上がってきております。  

 また、東京の魅力としては、右側のグラフでございますけれども、「人が親

切」「衛生的」「治安がよい」など街の雰囲気や環境に関することのほか、観

光コンテンツといたしましては、食事、それから、先進的都市、伝統文化など

が上位に上がってございます。  

 続きまして、海外都市との比較です。  

 森記念財団の世界の都市総合ランキングによれば、観光客が評価する都市の

ランキングで東京は総合３位となってございます。  

 要素別に見てみますと、食事や買物の魅力については世界トップにランクさ

れている一方、ナイトライフの充実度は総合ランクに比べて低い順位となって

おります。  

 次でございます。  

 前回の会議でいただいた意見を抜粋して御紹介しております。東京の強み、

魅力は何かという観点では、主に食、治安や安全・安心面、それから、文化・

芸術といった内容で御覧の意見をいただいております。  
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 これらを踏まえまして、今回の会議での主な論点としましては、下の段でご

ざいますが、東京が今後、国際観光都市としての競争力をさらに高め、世界を

引きつける都市へと進化していくためには、どのようなコンテンツをつくり、

磨いていくことが効果的なのか。例えば食や文化、夜などが考えられますけれ

ども、東京ならではの強み、魅力とはというテーマで御議論いただければと存

じます。  

 加えて、観光コンテンツの創出や磨き上げに当たっては、どのような手だて、

手法が有効なのか。また一方で、夜間の観光の促進に当たっては、電力消費と

いうことがございますので、そういった電力消費とのバランス等の環境への配

慮ということをどう考慮し、確保していくかということについても御意見を頂

戴できればと思います。  

 次は御参考に、関連する都の取組を簡単に御紹介しております。  

 まず食の魅力につきましては、今年の５月に開催しました イベント、 Tokyo 

Tokyo Delicious Museumでございます。幅広いジャンルの飲食店が出店いたし

まして、有明などで開催いたしました。  

 下の段は奥多摩、青梅地域の観光協会と宿や飲食店が地元の旬の食材をふん

だんに使って開発した季節メニューでございまして、こうした地域における食

の魅力の掘り起こしなどにつきましても支援に取り組んでおります。  

 次は、アニメなど多彩な文化のコンテンツの活用でございますけれども、今

年の 10月末、池袋にアニメ展示拠点を開催する予定となっております。人気ア

ニメを活用した企画展示やワークショップなどを実施する予定でございます。

開催に先立ちまして、８月 31日からプレ・オープンイベントを実施します。  

 また、地域の文化資源を活用した観光振興といたしましては、下の段でござ

いますけれども、地域の観光協会や商工会、文化・芸術団体などが連携した取

組について支援をいたしております。  

 ナイトタイム観光の促進につきましては、東京の夜に新しい楽しさ、にぎわ

いをもたらすプロジェクションマッピングを積極的に展開するとともに、桜の

ライトアップなど地域の取組を後押ししております。また、TOKYO NIGHT Story

のウェブサイトを通じまして、夜景やライトアップ等のスポットや夜でも楽し

める施設につきまして情報発信を行っております。  

 最後に、こちらも参考になりますが、東京都の長期計画である「『未来の東

京』戦略」を実現するための重点政策方針 2023が先日公表されましたので、観

光に関連する部分を抜粋して御紹介いたします。  

 江戸から続く歴史・文化や多摩・島嶼の豊かな自然といった世界に誇る多彩

な魅力の力強い発信、また、インバウンドの獲得に向けて観光資源の開発や受

入環境の整備、環境保全などに配慮する新たな観光スタイルの定着を進めてい

くということを都の方針として示しております。  
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 資料の御説明は以上でございます。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 ただいま事務局から、本日、委員の皆様に御議論いただきたい主な論点の提

示がありました。世界を引きつける都市へと進化するために、どんなコンテン

ツをどのように作り出し、磨き上げていくのか、そうした取組を持続可能なも

のとするために何が必要かということであったと思います。  

 そこでも出てまいりました食をテーマとして、次に山田委員からプレゼンテ

ーションをしていただきます。よろしくお願いいたします。  

【山田委員】  

 よろしくお願いいたします。  

 まずイントロダクションのページをお願いしたいのですが、今、東京都の資

料のほうにありましたので、ここはちょっと割愛させていただきます。基本的

に日本食店が海外で店舗が増えてきて、それでまた日本食を求めていた日本へ

の来日者がたくさん増えている。一度、日本に来てしまえば、日本は食が来る

理由１位で、来てよかったということの上位になっている。  

 次のページ、お願いします。  

 ただ、正直、日本食というコンテンツはもう世界一に等しいレベルだと思っ

ています。独自のおもてなしという観点から見てもすばらしいにもかかわらず、

もったいないコンテンツがたくさんあるという状態だと思います。  

 インバウンドという視点で考えたときに、日本の競争相手というのはグロー

バルな視点を持った隣国ということを認識する必要があると思います。現状は

観光客が既に日本に入国してからのシステムとかサービスというのが大多数で

あって、よって、その人たちを国内で取り合ってしまって競争相手が例えば京

都になってしまうみたいな形になっている。もともと隣国ではなく、そもそも

どうやって日本に、どうやって東京に来てもらうかという海外でのプロモーシ

ョンの強化というところも今後は必要なのではないかと思います。  

 私、海外 18年、３か国、住んでいるのですけれども、他国ではいろいろな他

国での、例えばシンガポールでタイの宣伝とかそういうのをたくさん見るので

すが、あまり目立ったところで日本や東京の宣伝というプロモーションという

のを見たことがなくて、これはこれから広げていける分野なのではないかなと

いうように思います。  

 プロモーションのほかに来日者を増やすために日本の食のおもてなしと食の

多様性というのをもう少し増やしていく必要があるということ。今、食べると

いうことに関しては海外でもたくさん日本食は出ているので、ここ東京でしか

できない体験、それの伝え方の発信の仕方、その弱さを改善していくというこ

とが、国際都市である東京が率先して徹底していくことによって、日本全体の
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底上げにも貢献できるのではないかなというように思っています。  

 先ほども申し上げた来日理由の１位が食であるからこそ、その食が国際基準

に満たしていないと、結局、隣国のシンガポールやバリとか韓国のほうに行っ

てしまう。  

 それは具体的にはどういうことかと申しますと、  

 日本における食のダイバーシティー不足と申し上げたところなのですけれど

も、日本には例えば中華とかフレンチとかイタリアンとか cuisineの種類はたく

さんあって豊富なのですが、日本人がほかの国の文化を楽しむために種類が豊

富なだけで、ダイエタリー制限とかアレルギー、ベジタリアン、ハラル、今、

東京都もたくさんなさっていると思うのですけれども、その多様性が足りてい

ない。  

 ムスリムとか関係ないと島国だと思ってしまうのですが、 2030年までに世界

の人口の４分の１を超えると言われています。その多くが日本の隣国で、イス

ラム教徒というのは ASEAN、インド、南アジア、アラブとその中東などで約 20億

人、そのほとんどが親日感情が強くて日本製品を好んで購入する傾向がありま

すし、クアラルンプールとかジャカルタ、シンガポールにはおすし、ラーメン、

日本食店、たくさんあって、直輸入された日本の高い食品というのも飛ぶよう

に売れて、今、売上を大分伸ばしています。  

 そういう世界情勢をきちんと把握した上でもう少し真剣に取り組んでいくと

いうところと、取り組んでいるが、それをきちんと進めていく、発信していく

というところが一つ大切なところと、日本は割と日本式のやり方を押しつけて

説明不足になってしまうというところを解決していくというところと、あと一

つ、日本が日本の食の多様性をもう少し受け入れるべきだと思っていて、伝統

的な日本食と革新的な日本食というのを分けるべきだと思います。  

 今、この革新的な日本食というのをすごく抵抗している伝統的日本食の方が

いらっしゃると思うのですが、伝統的な日本食は例えば京都に預けて、この革

新的な日本食のほうを日本がやらないと、今、寿司ピザとか、この前もエキス

ポで中国が寿司は中国のものであるとか、どんどん海外に持っていかれるとい

うところをきちんと担保していくというところが大事なのではないかなと思っ

ていて、例えばイノベーティブジャパニーズを東京が背負うという形。  

 何 か 批 判 ば か り し て い て も 仕 方 が な い の で 、 例 え ば 提 案 と し て は 、 TOKYO  

Cuisineというものを打ち出して、小池都知事はやはりキーワードをうまく練り

出してすごく訴求力がおありなので、イノベーティブジャパニーズということ

もそうなのですけれども、やはりそれをどんどん世界が進めていってしまって、

それをきちんと担保できる日本人が例えば TOKYO Cuisineと言う。カリフォル

ニアで 14年住んでいたのですが、カリフォルニアに住んでいる間にいきなりカ

リフォルニア cuisineというものが出来上がって、それが今やとても当たり前の
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ものになっている。そういう形で例えば TOKYO Cuisineというカテゴリーをつ

くり、日本食の中でもイノベーティブなものというのは東京に行けば食べられ

る、いろいろな組合せだったり国際色豊かなものが食べられるとか、例えばそ

ういう新しいことを提案していくということもありなのではないかなというよ

うに思います。  

 次のページ、お願いします。  

 やはりさすが東京都といった感じで、このムスリム、ベジタリアン、先ほど

申し上げたようなこと、既にたくさんのことを取り組んでいらっしゃいます。  

 この EAT東京とかは、多言語メニューの作成もたくさんあって、東京都以外に

も会社とかたくさん取り組んでいる。これをもう少し取り組んでいるのだとい

うことを発信していくシステムというのが必要なのではないかなと思います。  

 今、 DXとか GXとかと言われていますけれども、 AIを用いたメニューの管理、

顧客管理とか業務体系管理等が進んでいますが、そういうところでこういう東

京都の取組というのもきちんと発信していったりとか、今、海外で「 Omakase」

という言葉はかなり広まっていますので、そういうハラルとかベジタリアンに

対応したようなお任せメニューというのをつくる。それをすることによって、

この２つ、例えばフードロスの削減にもなりますし、社会貢献と経費削減、両

方につながっていいのではないかなというように思います。  

 あと大事なところが、コンテンツというのをすごく今、日本は、それぞれい

いと思うのですけれども、ソフトのコンテンツも含めてシームレスな旅を提供

する、ここがすごく大事だと思います。では、今 、私は食の話をしていますが、

その前後の交通手段、食事、宿泊、風景、それぞれの全てのコンテンツが同じ

質感である必要というのがあると思います。その中で、やはり DXというのが欠

かせないところだったりとか、例えばロンドンも住んでいたのですけれども、

先日戻ったときに、もう本当にキャッシュレスで現金を完全に使えないとか、

シンガポールに行ったら ETCみたいなのでどこのレストランでもどこの駐車場

でも使える。  

 そういう食にまつわるソフトの部分などというのもきちんとしたほうがいい

というところと、例えばライドシェアとかタクシーという DXの部分が進んでい

ないと、どういうように日本でそういうのを予約したらいいか分からない。今、

高級ホテルの前にたくさん中国の白タクが止まっていて、結局外国人がマネタ

イズをしていっている。これはやはり東京の会社、日本でマネタイズをしてき

ちんと日本にお金が入ってくるようにするためには、コンテンツごとではなく

てシームレスに一くくりとしてきちんと回るようにしたほうがいいのかなと考

えております。  

 あとはいろいろやった後のフィードバックの収集というのが結構できていな

いところがありまして、レストラン業界なのですけれども、やりっ放しになる
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のではなくて、それをオンラインのアンケートでもフィードバックでも、取り

あえず回収をきちんとしていくというところが一つ大事だと思います。  

 例 え ば 具 体 的 に DXま で は い か な い の で す け れ ど も 、 熊 野 古 道 が ７ 年 間 で

3,500％、観光客が増えました。これは徹底したターゲットリサーチをデジタル

解析なさって、その目線をそろえるというところと、アルファベット表記の統

一化というのをしていて、熊野本宮大社は Kumano Ancient Roadとか Old Road 

of Kumanoとか、とにかく 19通りあって、誰かが熊野古道を見ようと思うと、２

つ種類が違うのがあるのだと外国人は思ってしまって、結局分からなくて困惑

する。  

 あとはやはりハッシュタグがどんどん分かれてしまうので、情報が拡散して、

一つにまとまるよりも訴求が減ってしまう。ここを全部一つの Kumano Kodoと

いう表示に変えたことによって、全部 19種類を徹底したことによって 3,500％、

伸びたと。これは東京でもたくさん、例えばお台場出口とかも Daiba Deguchi、

Daiba Exit、 Daiba Deguchi Exitとか、カーナビでもいろいろ言われて、これ

が正しい出口なのか分からないというようなことが多々起こるので、そういう

ところというのはそろえていく。デジタルの部分ですけれども、簡単にできる

ことで割と効果が高いようなことなのではないかなと思います。  

 あと熊野古道さんがなさったのは、バスの時刻表を４つの会社がばらばらに

しているのを１つにまとめて、それに英語表記をしてすごく分かりやすい。観

光客にしたらバスが東急とかいろいろあることが多分分からないので、何が何

だか分からない。それを１つのデジタルにまとめて皆さんが見やすいようにし

たという、すごくターゲット目線を深く追求して伸ばしていったというものに

なります。  

 次のページ、お願いします。  

 あと SNSの強化。今、皆さん、ウェブサイトとかを見ても、プロフェッショナ

ルな方が撮った写真とかを見ていると思うので 、やはり SNSは普通の一般の方

が見た本当のものを見たいということで、あとはモノ消費からコト消費に変わ

ってきている中で SNSの力というのは無視できない状態になってきている。  

 例えばユーチューバーの中国人の方なのですけれども、３年間で彼女が紹介

した日本のツアー、 280％増加しています。ユーチューバーとか SNSというとこ

ろというのもうまく組んでいったほうがいいのではないかなと思います。とい

うところは先ほどのハッシュタグにつながっているのですけれども、やはりそ

れだけのハッシュタグが１か所にまとまるということをきちんとしていくとい

うことが食にとっても観光全体にとってもいいのではないかと思います。  

 次のページなのですが、ちょっと時間があれなのである程度はしょらせても

らいますが、国際基準の先ほど食のところを言ったのですけれども、おもてな

しに関しても、まず日本のおもてなしは本当、最上級だと思うのですが、国際
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基準というところをきちんと練り直していくというところが大事なのと、あと

ナイトタイムエコノミーの具体的な開発が必要で、コンテンツがよくても宿泊

施設がその場に不足していると 10時間以上の滞在というのはなかなか見込めな

い。となると、朝食と夕食の消費が見込めない。あと日本はこのために日本に

来る、このために東京に来るという国際的なイベントが少ない。日本全体でみ

ると食以外の来たい理由上位が桜と温泉。東京で考えると、せっかくそれで来

日してもらっても桜はあまりマネタイズができていない。このナイトタイムエ

コノミーという先ほども出ていましたが夜の食事を兼ねたところの強化という

ところと、イットファクターの強化という言い方をするのですけれども、これ

も具体例を挙げますと、例えばサン・セバスティアンは人口が 18万人で世界遺

産もなければ観光資源もない国。でも、観光客がとても低迷していって、この

10年ぐらいで世界一の美食の街になったのですね。  

 これは彼らが世界のベストレストラン 50という世界中から食の人が集まって

いる会社と組んで、数日で５億円ぐらいの現地消費をしてくれるイベントを主

催したことからもわかるのですが、その世界のベストレストラン 50というのは

もともとメディアの会社なので徹底的にデジタル解析をして、どういう人が来

るか、どういうメディアを呼べばどういうように出るか。大体 500ミリオンメデ

ィアインプレッションぐらい、毎回取っています。そういうことをすることに

よって、シリコンバレーがちょっと ITに特化したのに似ていると思うのですけ

れども、あれもこれもではなくて、シリコンバレーは IT、サン・セバスティア

ンは食、というような形で、特化することによって世界で秀でた事例。ただ、

食を中心としながらもアートや建築というのもつけていて、やはり横つながり

の楽しみ方のコンテンツだけではなく、それをシームレスに、食べるだけでは

なく、食べた帰りにここの美術館に行ってこの建築が見られる、ここのバスを

出すという、やはりシームレスなことをきちんとつないだいい例だと思います。 

 最後になりますが、今、グローカルという言葉、当たり前になってきている

と思うのですけれども、やはり世界の中の自分たち、世界の中の東京を知るこ

と。例えば環境問題は世界共通の課題であって、お互いに迷惑をかけ合う事象

なので、皆でシェアしている地球を守るために国際都市東京としてもちゃんと

本気でしているということを伝えるのはすごく大事だと思います。  

 SusHi Tech、私もそちらも委員をさせていただいているのですけれども、寿

司というもの自体も担保したいと思うのですが、やはりサステナブルハイテク

ノロジーというところをきちんと知ってもらうということは、ここはがっちゃ

んこして大事だと思っていて、例えば日本はあまり英語の文献を読まないのか

分からないのですが、IPCCレポートの第６次レポートによると、飛行機は GHGの

1.4％しか出していなくて、鉄鋼が４％、食品ロスだけで 8.2％、車全体でタク

シーもバスも全部車を入れて 10％、フードシステム全体だと 21～ 37％、出して
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いるのですね。なので、私は飛び恥よりロス恥だと思っているのですけれども、

それだけのカーボンフットプリントを世界で使ってしまっている。  

 ただ、日本とか東京とかに来るためには必ず GHGを使わないと来られない。車

か電車か飛行機か、それを使って来たときに特に若い世代というのはカーボン

オフセットをしたい、またはしていると自分を SNSで見せたいという欲求があ

る。そうしたら、それを日本で、例えば食というのは必ずみんなが SNSに挙げる

コンテンツである。そこで東京都のレストランとかが食品ロスでも何でもいい

のですけれども、サステナビリティを確立しているというものを自分たちも寄

与しているのだということを載せていくことによって、どうせ行くのだったら

東京に行こうといって、日本の食べ物をアップしてくれるついでに、日本はそ

の伝統を守りながらも今の時代に合うように再構築すべき。その東京がサステ

ナブルな街だということも勝手についでに宣伝してくれることになるというい

いサイクルになるのではないかなというように思います。  

 もう一つは、今、食のサステナビリティはすごく地方の、隣に畑があって、

この畑のものを食べています、自分たちでハンティングしていますという形が

多くて、都市型のサステナビリティというのを推奨している国があまりなくて、

食のリーダーの東京が都市型のサステナビリティというのをきちんと構築して、

今、たくさんいろいろな企業がビルの中でも一生懸命工夫して色々している。

世界で食ほど資源を無駄にしている資源はないと思うのですね。それをきちん

と円滑にしていくというのも、東京がリーダーになることによって、世界が東

京モデルというのを見据えていくという可能性がとても高いのではないかなと

思います。課題先進国だからこそ、課題解決先進国として東京が世界に寄与す

るという形ができるのではないかと思います。  

 最後のページですが、まず日本に来る、東京に来るたびにカーボンフットプ

リントを使わないといけないということで、そのオフセットをする場所をつく

るということと、その資源を無駄にしないという、そこもそうなのですが、食、

観光における全ての交通、宿、夜、これがシームレスに同じ質できちんとつな

がっていくシステムをつくることによって、もう既に持っているすばらしいコ

ンテンツというのがより際立つのではないかなと思います。  

 以上です。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 山田委員、ありがとうございました。  

 さて、会議途中ではございますが、ここで小池知事は公務のため御退室され

ることになっているのですけれども、今、山田委員の御説明の中でもハラルと

いうことを取り上げられましたが、実は小池知事、随分長い期間、ハラルに取

り組んでこられた方なのです。そのハラルだけではなくて、今の山田委員の食

に関するプレゼンテーションについて、知事、もしよろしければ一言コメント
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をいただければと思います。  

【小池知事】  

 分かりました。  

 ハラルもそうですけれども、やはり食の中身をいかに発信していくかという

ことにつながる。また、それもちゃんと分かる言葉で、ここは AIを十分使えば

いいのではないかと、何語でもオーケーみたいな形で。ですから、もう最初か

ら１つずつのお店もそういうノウハウというか、それが当たり前だみたいな、

そういう環境づくりをしていきたいと思いますし、都としてそういう動きをバ

ックアップできればと思っています。  

 最近、航空燃料の SAFというのがあって、 Sustainable Aviation Fuel、フィ

ンランドに会社があるのですけれども、ああいうのも日本中の天ぷら屋さん、

東京中の天ぷら屋さんの収集、あれは産廃で出しているのでお金を払っている

と思いますから、逆にお金を差し上げますよというようにすれば一気にチャネ

ルができるのではないかなというように今、研究をしているところです。それ

をまた東京としての取組でブランドをつけるというのが今日の山田先生のアド

バイスでもあったかというように思います。いろいろな気づきを皆さん、あり

がとうございます。  

【佐藤座長】  

 知事、ありがとうございました。  

 それでは、ここで、小池知事は公務のため、御退席されます。  

（小池知事退室）  

【佐藤座長】  

 それでは、意見交換に入りたいと思います。  

 本日御欠席の委員の方々からも事前にコメントをいただいておりますので、

まず事務局より御紹介をいただきます。その後、皆様から御意見を頂戴したい

と思います。  

 それでは、事務局、お願いいたします。  

【前田観光振興担当部長】  

 それでは、お手元のスライドを御覧ください。  

 石川委員でございますけれども、池袋にアニメの展示拠点がオープンします。

アニメ関連のイベントなども連携し、都内を巡るアニメツーリズムのプログラ

ムをつくるなど、点を線にする取組ができればと思います。  

 東京では、アンテナショップで地方の食も味わうことができ、そうした魅力

をインバウンドの方々にもぜひ知っていただいてはどうか。  

 それから、根木委員からは、都や観光財団が SNSなどに使っている写真や動画

はとてもきれいで、特に東京の夜景のインパクトは大きいと思います。  

 交通の便が悪い地域であっても、 SNSで盛り上がれば旅行者が押し寄せます。



12 

 

発信の仕方がやはり重要ではないか。  

 日中の暑い時期、時間を避けて涼しい夜に観光するといった観光スタイルの

変化も今後あり得るのではないでしょうかということでございます。  

 それから、牧野委員でございますけれども、訪日客は比較的若いので、アニ

メやサブカルなどの若い層に関心が高いコンテンツを提供することが必要だと

思います。  

 ナイトタイム観光としては、クラブやバーだけではなく、海外では映画館や

劇場など遅い時間帯でも子連れの家族が安心していられるような場所があるが、

東京は比較的少ない。また、ナイトタイムは早朝まで考えてもよいのではない

かということでございます。  

 そして、最後に、外国人旅行者の人流データを分析して、ナイトタイム観光

の推進エリアの選定に活用してはどうかという御意見もいただいております。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、事務局から説明のあった資料や山田委員のプレゼンテーションを

踏まえまして委員の皆様から御意見をいただきたいと思います。  

 私の進行の不手際でちょっと時間が押しぎみでございますので、御発言は誠

に申し訳ありませんが、お一人５分以内でお願いをいたします。  

 では、まずオンラインで御参加の委員の方々から御意見をいただきたいと存

じます。  

 まず最初に、石井委員、よろしくお願いいたします。  

【石井委員】  

 皆様、こんにちは。石井でございます。オンラインで失礼いたします。  

 山田委員、大変示唆深い発表、どうもありがとうございました。勉強になり

ました。先ほど事務局のほうから御説明のありました資料並びに今、伺ったプ

レゼンテーション等の中で気づいたところを幾つか挙げさせていただきたいと

思います。  

 まず、ナイトタイムエコノミーについて非常に関心が高まっているというこ

とで、照明デザイナーとしては我が意を得たりという思いでございますけれど

も、ナイトタイムエコノミーの中でどういうものを検索して、例えば先ほどの

27位と東京が甘んじているナイトライフの充実、いかにしていないかというこ

とですが、先日伺いましたところ、どういうものをまとめてナイトライフと呼

んでいるかという中に、例えばバーとかクラブとかナイトツアー、観光とかと

いう幾つかキーワードがあってそれが選ばれているようですが、今、お話があ

ったように夜、食事に行くというとナイトライフではなくなったり、映画とい

うとまた映画のコンテンツのほうに入ってしまっているということで、どうい

うターゲットをナイトライフというように呼ぶかということをもう少しちゃん
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と考え直して定義をすべき。また、その数がちゃんと集計できるような仕組み

をつくることが必要だということをちょっと感じております。  

 ナイトタイム、私どももよくライトアップでまちおこしをする、その一つの

目的は、その街に夜、泊まっていただくためということがあります。結局、温

泉でも食でも、どこか首都圏から近い場合は日帰りできてしまうということが

非常に大きな問題になっています。ただし、そこでライトアップすることによ

って、どうしてもその街に泊まらなければならない。泊まることによって消費

も、それから、発信も、非常に数がもう桁違いに増えるということで、泊まら

せるためのコンテンツというのが照明、ライトアップの一つのポイントではな

いかと思います。  

 ですので、都心だけではなく、先ほどお話もありました島とか山とか、違う

ところで光を使ったイベントですとか常設的なものをつくることで、そこに行

って夜、泊まらなければいけないのだというような仕組みをつくることが必要

です。そのために、ライトアップはどうしても煌々と光をつけて電力をたくさ

ん使うというようなイメージがあるかと思いますけれども、まず夜間の電気消

費量というのはもともと低いわけですから、電気が余っているときにそれを有

効に活用するという意味で、ライトアップが恥ずかしいとかそういうことでは

ないということをまず認識を深めるということがあります。  

 それから、ただ、煌々と光を当てることがライトアップというわけではない

ということが最近、世界的な動向としてございまして、いかに絞った光で、す

ごくポエティックでロマンチックな場所をつくるかみたいなことも照明デザイ

ンの一つの手法ですので、今までとは違った考え方の光を活用した泊まるため

のコンテンツづくりということ。それから、ちゃんと照明しているのだけれど

も、夜空、星空が見えるよとか、月が見られる、それが日本の文化として非常

に大事な関係があるというようなことを発信するとか、いろいろなクロスがで

きるのではないかというように思っております。それがまず１点。  

 それから、２点目が、マッピングについていろいろ取組をなさっているとい

うことを以前から伺っておりますけれども、非常に東京都さんの取組は時間的

に限りがある。フェスティバルとか桜とか時期的に決まっているところが多く

て、もう少し継続的にできることがないのかなと。マッピング、基本的に街中

にサイネージみたいなものはあふれていますし、渋谷の駅を降りれば全部映像

に包まれるような感覚があるわけで、そこに幾ら一生懸命マッピングを足して

もなかなか太刀打ちできない。  

 マッピングは結局コンテンツありきで、ばらまけばいいというものでもなか

なかないということで、例えばせっかくあるいろいろな民間のものなんかを全

部集めて例えば一時期、全部のスクリーンで同じコンテンツが何か発信されて、

街中が同じコンテンツになるとか、そういう行政側だからできるコンテンツづ
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くり、それから、仕組みづくり、そして、システムづくりみたいなものをされ

るとより効果的で発信力の強いものができるのではないかというような気がい

たしました。  

 その一つで、つい最近、ある場所のスマートポールをデザインするというよ

うなお話のときに、ポール灯、街灯にモニターをつけることが東京都の審議会

で却下された。今までにない新しいタイプのモニターがついたポール灯を作っ

て東京らしさを表現したいと思った方が拒否されたという話を、これは私のプ

ロジェクトでないですが、伺いました。そういうようなバリアをつくっていく

ことによって、新しいコンテンツや、新しいシステムをつくるということがう

まくいってないという状況があるらしいということで、その辺もいろいろな御

事情はあると思いますけれども、包括的なお取組をしていただければありがた

いかなと思います。  

 その包括的な最後の一点ですけれども、先ほども出ました TOKYO NIGHT Story

というホームページがあって、夜景、それから、ナイトライフについて発信し

ているということですが、今年の前半のアクセス数が 6,700件だった。これはあ

まりにも少ないと。東京を訪れている去年のインバウンドが 330万人とかいる

中で、そのうちの 0.2％しかそのサイトを見ていない。これは関係者しか見てな

いのではないかと思うような数で、これは非常に残念なので、先ほどから発信、

発信ということは皆様おっしゃいますが、発信するだけではなくて、それがど

うやってちゃんと活用されているのか、されていない場合、どうやってアップ

グレードしていけばいいかみたいなことを継続的にウオッチされることは必須

ではないかということをちょっと感じましたので、付け加えさせていただきま

す。  

 ちょっと長くなって失礼いたしました。以上です。  

【佐藤座長】  

 石井委員、ありがとうございました。  

 続いて、鎌田委員、お願いいたします。  

【鎌田委員】  

 鎌田です。よろしくお願いします。  

 まず、山田委員の御説明、ありがとうございます。大変勉強になりました。

ありがとうございました。  

 資料等を拝見しまして幾つか申し上げたいと思います。まず、これは調査の

仕方の問題なのかもしれませんが、東京の魅力という結果について、これは東

京の特徴が出ているものとは言えないと思います。特に、上位にある、人が親

切、衛生的、治安がよい、食事がおいしいという項目は、東京でなくても魅力

に感じるものではないのかと思います。  

 また、セグメント別に観光客をとらえるという考え方があまりにないように
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思います。最後のスライドで、「来た人みんなが喜ぶ」というような表現にな

ってしまっていますが、やはり効果的に集客するためには、どういう人たちが

来ていて、その人たちは何を望んでいて、そのために何が「刺さる」のかとい

うことを考えなければいけません。戦略としてもったいないと思いました。  

 ２点目につきましては、石井委員が御指摘になったことと重なりますけれど

も、イベント開催やコンテンツ開発、発信をすることはいいと思います。しか

し、それをなぜ東京都がやらなければいけないのかという点については説明が

必要ですし、慎重に考えるべきと思います。決して都がやってはいけないとい

う意味で申し上げるのではなく、誤解を恐れずに言えば、イベントやコンテン

ツ開発、発信は民間企業でも十分できることです。山田委員からも御指摘があ

りましたように、今、SNSで消費者が発信できる世の中になっていますので、そ

ういった人たちが使いやすいプラットフォームづくり、システムづくりこそが、

東京都の役目だと私は考えます。  

 ３つ目は、サステナブルツーリズムという定義自体がいろいろ独り歩きして

いるところもあるので、私の解釈が誤っているのかもしれませんが、環境への

配慮だけがサステナブルツーリズムではなく、観光をいかに持続可能にしてい

くかということを考えなければいけないと思います。  

 日本の場合、東京都も含めて、国や多くの自治体は、発信、プロモーション

をよく使います。しかし、もうそういう時代は終わっていて、ディマーケティ

ングという、需要を減らすマーケティングをする世の中になってきていると思

います。例えばハワイの『マラマハワイ』やドゥブロヴニクの『 Respect the 

City』、アムステルダムの観光客の迷惑行動を一掃するための動画『 Stay Away』

があります。これらの観光地に代表されるように、世界では、地域の文化や生

活を尊重できない、決まりを守れない人は来ないでくださいということを発信

しています。来てくださいというプロモーションをすることが、本当に今後も

そのままでいいのかという点は一度真剣に考える必要があると思います。  

 特に東京の場合はいろいろな人が集まるところが魅力ですが、それによって

犯罪が増えたり、あるいはごみが出て汚くなったりなど、要するに感情論に発

展するようなことが起こってはならないわけですし、そういったことを考える

必要があると思います。  

 食につきましては、山田委員の御指摘のように世界情勢を踏まえる必要があ

ると思います。日本の場合、おいしいですよという話はよく聞くのですけれど

も、やはり宗教や、信念によって食べられない人がいるということを考えなけ

ればいけませんし、また、フードロスは非常に大きな深刻な課題になっている

と思います。  

 私事で恐縮なのですけれども、先週、バンコクにインタビュー調査に行って

まいりました。バンコクには巨大なショッピングモールがいくつもあり、世界
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中のブランドが集まっていました。そこに多くの人が平日だろうが夜だろうが

訪れていると聞き、このような活気は日本にはもうないなと思いました。  

 気づいたのは、そうしたショッピングモールの食堂街に行きますと、ほかの

国の食事はないのですけれども、必ず和食はあるということです。タイの人た

ちは国内で地域ごとに食事のバリエーションがあるので、外食の際にほかの国

の食事はあまり選択肢に入らないそうです。しかし、和食については、一つの

選択肢になっているそうです。食は、日本として、あるいは東京として売り込

んでいく可能性があるのかなと思いました。  

 先ほどのサステナブルの話に関連して、サービスは、消費者に対するエデュ

ケーションが必要だと言われています。サービスは形がないものであって、経

験しないと分からないため、顧客に対してそのサービスを受けるための適切な

振る舞いをエデュケートする必要があります。  

 先ほど申し上げたようなハワイに行きたいのならこういう行動をしてくださ

いとか、ここに行くならこれをやらないといけないというようなエデュケーシ

ョンが非常に重要になるかと思います。タイでインタビューをした方のなかに

は、SNSとか動画で日本での振る舞い方を事前に見て、学んでから来るという方

がいました。観光客のエデュケートレベルも高くなってきているときに、変わ

らず、食べものがおいしいですよ、楽しいですよ、面白いですよ、イベントや

りますよというプロモーションをし続けていいのかと大変疑問に思います。  

 また、別のインタビュー対象の方からは、次のような指摘もありました。「日

本は、ホテルなどにガイドマップがあっていいが、行政単位でのガイドになっ

ている。結果として、自分の好みをきちんと理解してくれて、次だったらこう

いうホテルに泊まったらいいのではないか、こういうスポットに行ったらいい

のではないかというサジェスチョンがない。非常に見にくいし、見る気もしな

い」とはっきり言われました。東京都は日本の入り口でもあると思いますので、

ほかの地域とどのように連携していくのか、という点も含めて考えると、リピ

ーターが増えるかもしれません。リピートの際も、新たな場所に行くようにな

るかもしれません。  

 以上です。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 鎌田委員、ありがとうございました。  

 それでは、続いて、小巻委員、お願いいたします。  

【小巻委員】  

 よろしくお願いいたします。  

 山田委員、そして、石井委員、鎌田委員、ありがとうございます。非常に伺

っていて勉強になりました。ありがとうございます。  

 私のほうからは、まずテーマパークを運営しておりますので、この夏の感じ
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たことを少しお話ししたいなというように思っております。おかげさまでコロ

ナ前の水準、しっかりと回復しておりまして、インバウンドで言うとコロナ前

をはるかに超えて、コロナ前がほぼ入場者の 10％程度がインバウンドでしたけ

れども、今は 15％を超えるインバウンドに来ていただいているような状況です。

まだ中国が全面に回復していなかった状況ですので、欧米、オーストラリア、

ニュージーランド、そして、やはりアジアから大勢のお客様に来ていただいて

おります。  

 そんな中で感じること、今、鎌田委員のほうからもありましたけれども、や

はりお客様への教育というのを少しずつ必要性を感じているところもあります。

テーマパークですので比較的何でもありではあるのですが、そんな中でもある

程度のマナーというものは知っておいていただく必要はあるなというのを非常

に、トイレの使い方であったりとか、ごみの捨て方であったりとかというとこ

ろは感じるところがあります。  

 また、テーマパークを離れても、例えば銀座のある化粧品のショップに伺っ

たときに、やはり海外のお客様がカップヌードルを食べながら入ってきていた

というので非常に驚いたのですけれども、本当にそういった段階、教育が必要

な段階に来ているなというのはテーマパークもそうですし、ほかのところを訪

れたときも感じるところはございます。  

 それから、海外の方の食の問題、ハラル、ビーガン、アレルギー対応という

のはなかなか本当に細かくは難しいのですが、どのくらいのニーズがあるかと

いいますと、大体祝祭日も平日も平均して 5,000人程度の方に来ていただいて、

その中の 15％が海外の方というと、 700人前後の海外の方が来ていただいてい

るのですけれども、ハラルだったりビーガンの食事のリクエストというのはそ

れほどまだ頻度はない。ただ、これは言いにくい、言わないで我慢していると

いうところもあるのかなというように思いますので、頻度はないものの、多少

何度かはそういうリクエストがありますし、世の中の流れを考えると整える必

要というのは非常に感じているところです。  

 ただ、これも企業側としては、なかなかそんなに数の出ないものにすごくそ

こに投資をしてというのは現実的に厳しいので、何か連携をしていろいろなと

ころでメニューの共有、開発だったりとかというものができるともっと進むか

なというのと、お客様にしてみると、どこのテーマパーク、どこのお店であれ

ばハラル、ビーガンの食事が提供してもらえるのかといったようなマークだっ

たりとか何かそういう情報を都なのか、プラットフォームとして出していただ

くのもいいのかなというように思います。  

 それから、いろいろなホテルのコンシェルジュからテーマパークのほうに、

お客様の中で VIP対応のスペシャルなメニューはないのかということでお問合

せがあるのですということを立て続けに伺いまして、これも先ほど鎌田委員が
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おっしゃったと思うのですけれども、一律に満遍なく情報を網羅するというよ

りは、カテゴリー別だったりとか、その嗜好によって、楽しみ方によって、こ

んな選択肢がありますよというもの、これは企業の責任かと思うのですが、そ

ういうものを用意する必要があるのかな。  

 そして、東京都ならではということで言いますと、やはりちょっと経済格差

とかいろいろな問題はありつつ、相当 VIPなラグジュアリーな楽しみというの

が一つ、もしかすると東京ならではなのかなという気は少し最近しています。

みんながファミリーで来た、あるいはカップルで来たというときに、せっかく

一生に１回、日本に来て、混雑の中で並んでよく分からない中でマップを見な

がらというよりは、多少お金を払ってでも本当にアートだったりとか歌舞伎、

日本の芸術だったりテーマパークだったりアニメーションだったり、いろいろ

な楽しみ、食も含め VIPというものの対応できる東京都ならではのちょっとラ

グジュアリーなコースというものも考えていく必要があるし、ニーズはそこそ

こあるのではないかなということを感じています。  

 いずれにしましても、やはり認知していただくための情報、それから、イン

フラ。アクセスだったり、それぞれの施設や街の御案内だったり、特に防災も

含めてインフラにまつわる情報の整え方、それから、そこに先ほど石井委員か

らありましたけれども、せっかく用意してもなかなか見てくださる人が圧倒的

に少ないという意見もありましたが、まさに見ていただくためにはちょっとし

たそこにはエンタメ要素というのがあってもいいのかなというようには重ねて

思っているところはございます。  

 ちょっとばらばらとした意見になりましたけれども、あと言語の問題は、も

う本当にいろいろなアプリやツールができているのですが、ここで一つ、私ど

もの課題として思っているのが、Wi-Fiが整っていないとせっかくアプリを用意

してもなかなか使えないということもあるので、その辺りはやはり都と連携を

して、Wi-Fi設備の充実化というのはもうあらゆる面ですごくやはりこれは喫緊

の課題かなというように感じております。  

 ちょっと駆け足になりましたけれども、感じたことをお伝えさせていただき

ました。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 小巻委員、ありがとうございました。  

 続いて、伊達委員、お願いをいたします。  

【伊達委員】  

 東京都さんの説明及び山田委員の説明、大変興味深く聞かせていただきまし

た。全体に多分食、アニメ、それから、ナイトライフ、カーボンオフセットが

キーワードだと思いますので、前半はそれについての感想、後半では別の観点

からお話ししようと思います。  
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 まず食のところなのですけれども、当然、日本食が注目されているというの

は私も思うところなのですが、それに対しまして東京都さんの資料がございま

す。これは、あくまで参考にだったと思いますが、東京都として行っている食

のイベントの情報です。今、海外からのインバウンドを増やそうというテーマ

のときに、それは参考事例になるのであろうかというのが個人的な感想です。

つまり、東京都として食をテーマに何かプロモーションするとして、誰のため

にどのような方法でやりたいのか？定まっているのか？という疑問です。  

 当然、事例のものというのは海外の方に向けたものでは恐らくないかと思う

のですが、仮に今後、海外に向けて訴求できるような食イベントをするのであ

れば、何をしなければいけないのかという観点で考える必要があるというよう

に思います。そんな中で、山田委員のお話というのは大変参考になる面があっ

たというように思っています。  

 一方で、私は、集客できる都市である東京というところがやるべきこととい

うのは、一部、都の方針や予算による呼び水で民間が大きく動いて、民間のお

金が動いて、それが大きなイベントになり、世界で話題になる仕組みをつくっ

ていくことだと思っています。そうすることによって実需を生み出しつつもプ

ロモーションもしていくので、正のスパイラルでどんどん東京についてのイメ

ージが上がっていくということだと思っています。そのような仕組みをすべき

であって、小さいイベントをすることとは異なります。  

 例えばミシュランの星のレストランが東京が一番あるはずなわけですけれど

も、では、それを活用して、でも、東京、食材というのはあまりないかもしれ

ませんが、東京の食材を必ず活用するとか、あるテーマに沿って各レストラン

に参加させて、プロモーション期間を設け、皆さんが何かするであれば話題に

なりますし、それを東京都が少し予算を出しながら、かつ民間が動くようにす

るであるとか、そういったことも必要だと思います。ミシュランだけが答えで

はないので、そのように仕組みを考えて、１のことで 100の効果が出ることをす

べきではないかというように思います。  

 例えば今、世界的な富裕層が東京のホテルに来ています。それはなぜかと、

世界的に富裕層にとって話題のホテルが 2020年以降、できているからですね。

その受け皿があるからです。でも、それは東京都さんが投資して造ったわけで

はないです。しかしながら、そういったホテルが来るような規制緩和というか、

特区の制度というのができた中で民間が活用したわけです。都も協力をしなが

ら開発、諸制度を進めていったことによってホテル投資が増えたわけです。民

間が投資をして受け皿をつくって、そして、それだけの人が来るという環境に

なった。そのように東京都ほどの大きい都市であれば、戦略的に投資環境の活

性化を促すことがもっと考えられるのではないかと思っています。  

 次に、アニメについてなのですが、こちら、本当にアニメツーリズムという
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のはあると思うのですね。世界的に本当にアニメ好きの方が多いと。その客層

が必ずしも富裕層としての動きではない可能性もあるのですけれども、富裕層

だけが顧客ではありませんし、もしくは富裕層の子息なり若い方たちを含めて

本当にアニメのことが好きなので、そういった方を取り入れるというのは十分

あり得る中で、それを機にどのぐらいの観光客、インバウンドを増やしていき

たいのかということを数字目標を持ちながら KPIでチェックしていく必要があ

るのではないかというように思います。  

 次に、ナイトライフについてなのですが、この東京都さんの資料にランキン

グ等々あり、ナイトライフだけ弱いよということなのですけれども、一観光客

のような立場で見るとしたら、確かに他の都市で、せっかく行ったら一日中、

夜中まで遊び倒したい、時間を全て有効に使いたいという人からすると東京で

夜になるともうやることがありませんと、どこかないのですかということがあ

ると、それが不満になるのだろうというように思います。  

 ただ、これ自体をどのぐらいのレベルに持っていきたいのかというのを考え

るときに、この資料で総合で何位である、食は何位だ、買物は何位である、ナ

イトライフは何位であるということなのですが、観光ビジネスにおいて全て１

位を狙わなければいけないと考えるべきなのか？どのレベルまで持っていこう

というように考えるべきだし、ナイトライフについては、まずはどの国レベル

まで持っていきたいのか。そして、そのテーマは何なのかということをもう少

し深掘りしながらこの議論はしていくべきではないかというように思います。  

 カーボンオフセットについても同様で、もちろん、このこと自体はやってい

かなければいけないテーマなのですけれども、一方で、やはりカーボンオフセ

ットに限らずですが、東京都が観光都市としてどの国をターゲットラインに思

いながらライバルとして考えながら、それ以上のところに持っていくのか、そ

れをこの３年の中でどのように持っていくのかという戦略を立てながら、その

方針、方法論を考えていくべきではないかというように思っています。という

のが今までの感想です。  

一方で、今回は、これから３年の東京都の観光をどうするかというテーマだ

と思っていると、今の瞬間、いわゆる一般の個人の富裕層はおかげさまで十分

増えましたと。これ自体は今のコロナのリベンジ消費とか、もしくは為替によ

る影響はあるかもしれないので永遠、永続かどうかはやや怪しいですけれども、

それをどうやって定着するかを考えなければいけないというテーマだと思いま

す。  

 ただ、一歩引いて考えるべきことは、今、個人とか、いわゆる家族、ファミ

リーの方が来ているわけであって、ビジネスのお客様ではないわけですね。個

人やファミリーが来るということは、世界中の休みの休暇の差があるとはいえ、

休みが集中しているのですね。年末年始であるとか、日本でいえば桜のシーズ
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ンがいいであるとか、やはり夏は夏でピークである。その時期に集中してしま

っているのが今の東京の観光になっているのではないかということです。  

 そうなると、地方のリゾートと同じ状況に東京も今はなってしまっていると

いうことだと思うのですね。本来、ホテルビジネスをしている立場から言うと、

東京の強みは、ほかと比べれば繁閑差があまりない、通年フラットに集客しや

すい都市であるというように捉えていましたので、その強みが今、もしかした

らやや弱まっていると考えなければいけないのではないかと思います。これは

何を意味するかというと、ビジネス客をどうやって戻していくのか、また、MICE

のお客さん、会議関係をどうやって誘致していくのかということだと思います。 

 そんな観点から、関係ホテルにヒアリングしていったのですけれども、やは

り大規模イベントをしていこうというときに各国、各都市、奪い合いになるわ

けですが、より個性的なものが求められていっている時代であって、やはりユ

ニークな会場というものが重要だという声がいまだに聞こえてきます。つまり、

お寺ですとか歴史的建築物、庭園などを活用できるというイベントができれば

いいのではないかという声が聞こえてくる。しかし、東京都としては、それは

十分用意していたはずだと思うのですね。それでも聞こえてくるのはなぜなの

かということを分析するべきではないかと思っています。  

 いまだに知られていない、もしくは活用の手続が非常に煩雑であるとか、ル

ール、規制がまだまだ厳しくて利用することが難しいであるとか、もろもろ課

題というのはあるのではないかと思いますので、その辺りをもう一回見直して、

より使いやすくするということ、もしくは年間にどのぐらいの数の活用を見込

むべきであるかということを 、やはり KPIを持って数字目標を持ってより改善

していくということを考えながら、 MICE都市としての東京というものをいま一

度考えてみるべきではないかというように思っています。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 伊達委員、ありがとうございました。  

 それでは、この後、会場の委員の方々から御意見を頂戴したいと思います。  

 マリ委員が途中退席をされる予定になっておりますので、まずマリ委員から

お願いをいたします。  

【クリスティーヌ委員】  

 すみません、先に失礼させていただきますので。  

 先ほど山田委員のお話、とても興味深く聞かせていただき、ありがとうござ

いました。お話の一つの中のサステナブルな食事、ファーム・ツー・テーブル、

また、地域や地元の食べ物についてなのですけれども、ついこの間、山形に行

きまして、いろいろとお話を伺ったのですが、最近、田舎に興味をもち、見た

ことのない自然体験をしたいという海外からのお客さんが増えているとのこと
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でした。その中のひとつ、釣りツアーというのが大変人気とのことでした。ア

メリカから来られて、東京に入り、築地やいろいろなところを出かけて歩いて

いろいろなものを食べるなかで、美味しいお料理に興味がわき、合羽橋まで行

って包丁を購入するそうです。その包丁を持って山形に行かれたり、または山

形に行く前に燕三条まで行って、そこで包丁工場に行って包丁を購入し、それ

から酒田、鶴岡まで行き、そこで船に乗って釣りをして、釣ったものを地元の

旅館やお寿司屋さんに持って行って、寿司の作り方やお刺身のおろし方を学ぶ

そうです。大体 10日間ぐらいのツアーで、１人大体 200～ 300万円だそうで、こ

のようなツアーが大変人気であると仰っていました。あと、そこでは居合いを

学ぶ方もいらっしゃるそうです。  

海外からいらした方の多くは、東京を通ってからいろいろな地方に行くとい

うことで、東京は玄関口になるわけです。そこでお客様を引っ張ることができ

るわけですから、やはり東京だけに集中してもらうのではなく、ある通過点で

はない、一つのトランジットのような形で、東京でいろいろなものを楽しみな

がら日本の文化に触れ、そして、近代の日本を味わってからいろいろな地域、

先ほど熊野古道の話もありましたし、大勢の方々が行かれているスピリチュア

ルトレッキングとか、日本全国が本当に大きな大きな遊園地になれるだけの材

料を持っていると思います。必ず東京を通過してからでなければ入れないとい

うことを一つ印象づけるような形で東京都がもっと頑張っていただいて、いろ

いろなところとパートナーシップを結べるような状況、そして、いろいろなと

ころに魅力があるのですということの発表の場にでもしてさしあげることが私

は大事だと思うのです。  

 先ほど伊達さんの話もあったと思うのですけれども、いろいろな方々が東京

に入ってこられたときにいろいろな形でのアプローチがあると思うのです。東

京での宿泊ですと高級ホテルのイメージがありますが、昔ながらの一軒家を借

りたいという興味を持つ方もいらっしゃる。東京都の中にはきっと昔からある

古いお家もたくさんおありでしょうし、そういうところもぜひ使ってほしいと

思うのです。  

 ナイトライフも含めてそうなのですけれども、恐らく東京都という一つの自

治体ができることは何かといいますと、先ほどの話の中で民間に任せるという

ことがすごく大事だと思うのです。その民間に任せるということは規制をなる

べくかけないような形での、もちろん安心・安全はすごく重要であるわけです

から、法律とかそういうものを変えるということではなく、私、一番困ります

のは、夜中、お客様が海外から来られたときに翌日、会議はあるのだけれども、

時差ボケで眠れないからどこか夜中、食べに行けるところはないかと言われる

と、もう 12時過ぎは食べるところがほとんどないような状況です。  

 まして、銀座周辺にいますと銀座のクラブ、私のよく知っているママさんた
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ちもよく海外からお客様を連れていきますと喜ばれるのですが、 12時にもう閉

めなければいけないから帰ってくださいと言われてしまう。ママさんに聞くと、

12時に閉めないと駄目なのです、そういう法律なのですと言われてしまう。そ

ういうところの規制も少し考えて、もう少し遅く始めればもっと遅くまでやれ

るようにするとか、風俗営業になってしまうので、そこの網をくぐった形でま

た悪さが始まることもあるわけですけれども、でも、やはりそうやってナイト

ライフと言うのならば、ニューヨークのように眠らない街であるとかという、

そういうテーマがついているぐらいの街もありますし、私たちが夜遅くまで遊

べる街というのは海外に行きますと大体気候のいいところなのです。スペイン

に行きますと夜８時前に食べに行くと言ったら、あなた、何考えているのと言

われて怒られるくらいに。ですから、夜遅くまで起きていることのナイトライ

フであることと、あとキャバレーとかディスコとかライブハウスとかそういう

ものはまた別です。アメリカのナッシュビルでは、バスごと借りて、そこでパ

ーティーをしてライブをやっていたりします。東京には高層ビルがたくさんあ

るわけですから、高層ビルの屋上のところのナイトライフというものも考えら

れますし、そういうところが結局規制によって活用できてないというところが

非常に損しているのではないかと思いますので、ぜひそういう規制ももう一回

ちょっと見直す形で東京の観光というものも考えていただけたらいいのではな

いかなという感じがいたしました。  

 ごめんなさい、ちょっと早口で申し訳なかったです。  

【佐藤座長】  

 マリ委員、ありがとうございました。  

 それでは、この後、各委員から御意見を頂戴いたしますが、時間をちょっと

押しておりますので、反時計回りで順番に行きたいと思います。  

 それでは、田川委員、よろしくお願いします。  

【田川委員】  

 ありがとうございます。  

 私は今、東京商工会議所で副会頭で、先般、東京都の副知事に商工会議所と

しての御提案をしましたので、その話をポイントだけ言うと、まず観光都市東

京の国際競争力をつけてください。これは我々、観光の場合はソフトをやって

いるのですけれども、ハードのほうとも、電柱の地中化とか道路の整備とか、

そういうところも一緒にやってください。それから、国際文化都市東京の実現。

これはまさに今、皆さんがおっしゃったように文化のレベルが低いので、低い

というか内容のレベルではなくて伝え方のレベルが低いので、それをどうやっ

て、それも特にナイトライフについて、今、渋谷の東急の周辺など、東急の野

本副会頭と一緒にやっているのですけれども、そういうものをどう実現するか。 

 それから、もう一つが基幹産業化という言葉を使っているのですけれども、



24 

 

ツーリズム産業の持続的発展。パンデミックでツーリズム産業が大きなダメー

ジを受けましたが、私は五十何年もこの業界にいるのですが、ツーリズム産業

が正直言って本当に産業化したのかどうか疑問に思っております。パンデミッ

クで壊滅的な影響を受けた状況を見て、私はそういうように感じるのですけれ

ども、本当に基幹産業化したのかと。一説にツーリズム産業は五十数兆円、 56

兆円ぐらいの波及効果がある産業なのですが、自動車産業とほぼ同じ経済価値

を生む重要な産業なのに、それだけの国あるいは地方自治体あるいは事業体と

の関係で、基幹産業として認識、対応されているのかどうか。  

 その一つに教育という問題があって、東商でも今、若者の教育をやろうとい

うことで都立高校の教育に取り組んでいきます。私、今、本籍は福井にあって

福井の観光アカデミーという教育プログラムを手掛けておりますが、その一環

で、ふるさと先生という県の教育プログラムで福井県の高校生を教えています 。

地域の高校生たちは学ぶことによって、今までは多くの若者が大都市へ出てい

き戻らない傾向が強かったのですが、逆にその地方から出ないで、地方の観光

ツーリズムに関わりを持とうという考えを持つ学生も増えており、Ｕターンす

る方や Iターンする若者も出てくる傾向にあります。そういう教育に今、関わっ

ているのですけれども、東京都にはそういう取り組みは少ないようです。また、

シビックプライドという郷土愛が一番低いのも東京だと言われているようです

ので、シビックプライドを醸成していく教育について取り組んでいく必要があ

るのではないかなと思います。  

 そこで、ポイントを２つだけ申し上げます。  

 一つは、この計画は３か年計画だということなのですけれども、 24年から 26

年というのは万博が真ん中にあるのですね。万博というのは東京から見ると、

大阪と関西が世界的に見ると半年間、 PRされる。この間は東京ははっきり言っ

てスポイルされますよ。 1970年、大学の４年のときが万博だったのですけれど

も、そのとき、東京はがらんがらんでしたから。  

 そういう時期を多分過ごすとすると、東京は何で生きていくのか。レジャー

マーケットですか。先ほど伊達さんがおっしゃっていたビジネスマーケットで

すか。このマーケットの分析をしっかりして、東京に求めるお客さんがどこに

あるのかというのをこの３か年計画の中にしっかりと押さえる。  

 それから、東京にはもう一つ立ち位置があって、全国区、先ほどのアンテナ

ショップの話がありますが、全国区の立ち位置と、東京のオリジナリティー、

地方区の立ち位置と２つあるのです。これの区別がまだ十分にいろいろな政策

の中でできてないので、ぜひ今後政策をつくるときに、いろいろコンテンツの

話はあるのですけれども、根本的にそういう全国区としての東京の役割、ある

いは地方区としての東京都のオリジナリティーをどう出すかということをやる。 

 先ほどもちょっと御指摘があった、こういう資料を見ると全国区なのか、地
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方区なのかよく分からない、ごちゃ混ぜになっている部分があるので、これま

で有識者会議も 10年近くやっているのですけれども、いよいよ本格的に東京が

どちらの方向で進むのか。東京だけで進むのか、関東広域みたいに全国区の立

ち位置としてやっていくのかというのもしっかりと位置づけて、それで民間活

力を活用していく必要があるのではないかなと思います。  

 私はフードロスの話は本当に関心がありまして、実は個人的なことで、気象

庁の友の会の会長にこの間なりました。実は、これは国土交通省なのですけれ

ども、そういう中で日本の観光ランキングは世界で１位になったのですけれど

も、その評価の中でも残念ながら気候変動は 107位なのですね。一番低いのです。

先ほどの食品ロスも含めて日本の気候変動の問題とも一緒になって考えていく

必要があるのではないかなというように思いますので、それも含めてお考えい

ただけるとありがたいというように思います。  

 私から以上です。  

【佐藤座長】  

 田川委員、ありがとうございました。  

 では、滝委員、よろしくお願いいたします。  

【滝委員】  

 私、食の関係をやっておりますので、高い日本の食文化、特に東京のオリジ

ナルな食文化を再整備、再構築するための構想をするのに参考になりそうだと

思うことを今日、ちょっと書いてきましたので、それを御案内したいと思いま

す。  

 東京のインバウンドのリピーターを考えるに、前回も言いましたが、やはり

食が一番影響力が大きいと思いますし、無視できないと思います。では、東京

が世界に誇る食文化はどこでどの時代に育ったのだろうかというのを考えてみ

ると、 250年を超えた江戸時代が大きいと思います。  

 江戸時代にはざっと 300の藩がありましたが、幕府は諸藩に２年ごとに参勤

交代を義務づけ、全国各地から大名が江戸に集まります。正妻を江戸に住まわ

せていたことから、その土地の一番おいしい食材、郷土料理が各地から江戸に

運ばれました。その中で各藩では最もおいしいものを将軍に献上しました。一

説には、フグは毒殺もあるので奥さんは食べても将軍には献上しなかったとい

う話からも、いかに江戸で生活する正妻たちの舌が肥えていたかがうかがえま

す。いつの時代も食は女性に頼っていますね。  

 また、幕府と諸藩は中央集権下での地方分権とも言うべき独自の体制をつく

り上げました。鎖国政策により、外国からの食料や食品が入ってこないため、

自給体制を確立する必要もあります。幕府は各藩と共に田畑の開発などを進め

る一方で、各藩もそれなりの自治権があり、領民を奨励して農林水産業をはじ

めとする産業振興を行いました。その結果、各藩でその地域に合った様々な食
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材と特産品が生み出され、参勤交代で江戸にそれが集まってきたわけです。そ

して、江戸時代は 250年を超えて戦争もなく、平和な時代であったことで非常に

バラエティーに富んだ食文化が江戸で花を開き、洗練される上で大きな力にな

っていたのではないかと考えています。  

 その後も、もちろん現代においても一流の料理人、シェフたちの力によって

それらが存続し、磨き上げられているものもあるし、消えつつあるものもある

と思います。そういったものをもう一度活性化することで東京のリピーターに

とっての大きな魅力にできないのか。この魅力がインバウンドや MICEの活性化

につながればうれしいと、こんなことで一つヒントになるかなと思って考えて

きました。  

 私からはこれで終わります。  

【佐藤座長】  

 滝委員、ありがとうございました。  

 それでは、次は田中委員、お願いいたします。  

【田中委員】  

 田中でございます。  

 東京における観光コンテンツの発見、磨き上げ、および発信の観点から意見

を述べさせていただければと思います。  

 幾つか重点ポイントが資料に記されていて、まず１つ目は「食」ですけれど

も、観光に東京に来た人がイメージしていた日本の食、東京の食を食べる、食

べたというのみならず、食体験の訴求が非常に重要と考えます。食体験をパッ

ケージで企画・演出していくことが問われているように思っています。例えば

食とほかのコンテンツとの掛け算は魅力であり、そのためにもストーリーで語

っていくと有効ではないかと思っています。  

 東京の食や食材は、自然や伝統・文化、旬、健康などと一体化しています。

先ほど山田委員が提示くださったフードロスとかサプライチェーンの工夫も昨

今 注 目 の 価 値 で す 。 食 を 支 え る 技 術 を 踏 ま え 、 東 京 が 世 界 ト ッ プ ク ラ ス の

cuisineとおっしゃいましたけれども、東京ガストロノミーなどの提案は、イン

バウンドからも待たれていると想像します。  

 ２つ目は、数々のデータから海外の方が東京に来る理由を見ると、例えば東

京の高層ビルを探索するのが面白いとか、まちづくりと建築に興味がある、と

いうようなキーワードも見られます。建築と周辺のまちづくり、古い町並みと

のコントラスト、神社、仏閣と日本文化、首都を走り巡る首都高速をはじめと

する建設・土木の最先端の技法。機能美と文化、この辺りも東京の匠の技と心

が体感できるコンテンツであり、現場を訪れ、同時に見えない部分の物語をデ

ジタルや VRで見せて、感性に訴求していくことがすごく有効です。プロジェク

ションマッピングは、ナイトタイムエコノミーのメインのコンテンツとしても



27 

 

生きてくるのではないかと思っています。  

 ３つ目は、漫画やアニメの聖地という視点が、御欠席の委員からも出ていま

したけれども、世界共通でファンも多いところです。ロケ地を巡るようなジェ

ットセッターズ層が世界各地に一定程度いまして、やはりこの方々は特別な情

報発信を期待しているというところがあります。ぜひ最先端、最新型のコンテ

ンツツーリズムを東京から世界に広げるという形で、それに連動させて観光の

回遊性、つながり、新交通なども施策と情報を活性化させて欲しいです。東京

と地域をつなぐ、都内での観光ルートのネットワーク化などの工夫もできるか

と思いますし、旅前、旅中、旅後がつながるような企画と情報発信もできるか

なと思います。  

 私は青山、表参道で仕事をしていますけれども、以前に比べると、昨今は、

観光客の方、外国人の方に道や目的地について尋ねられる機会が減りました。

それはおそらく、スマホで調べれば何でもあり、解決し、完結しているのだな

と想像します。旅は、その土地の人との出会いや触れ合いが一つの価値でもあ

って、都民の方の視点からも、観光客の方との関わりで何か新しい自分を発見

したり、刺激を受けたり、世界が広がったという成長が実感できるようなとこ

ろもあると思いますので、そういう流れは引き続きどう醸成していくかも忘れ

ないでいたいです。同時に、観光人材の育成や進化は、デジタル時代になって

も新しい形で、産業の裾野の拡大及びトップラインの発展として意識を強く持

っていければと思います。  

 最後に、特に注力すると良いかと考えるのが、東京の最先端の教育やスポー

ツを活かす観光です。例えば里山も含む環境教育を軸にしたアカデミックツー

リズムなど、本当に日本にはすばらしい要素や素材がたくさんあって、特に東

京には自然から最先端の文化、経済まであるわけですから、ここに高等教育の

みならず、中等、初等教育の分野と共に、多様な人材がみんなで観光に向き合

って新しいイノベーションを起こしていくという、そういうようなコンテンツ

づくりというのも、これは東京にしかできないものではないかなというように

思っています。かつてからのキーワードで、オーセンティック、本物が打ち出

されていますので、その場にある本物というのはやはり意味があって理由があ

って、このメッセージを出していくことで東京の観光自体が進化して、東京の

街自体も進化していくと感じます。それがコンテンツとなって輝きを放ってい

くのだというような、東京の観光の取組自体もストーリー化し、観光客の皆さ

んの視点でもストーリーでコンテンツを展開、情報発信が広がることができた

らと期待します。  

 以上、よろしくお願いします。  

【佐藤座長】  

 田中委員、ありがとうございました。  



28 

 

 それでは、次はアトキンソン委員、いかがでしょうか。  

【アトキンソン委員】  

 この資料のアンケートのページ、出してもらえますか。このページ、右側が

東京の魅力、複数回答になっていますけれども、私としては、このアンケート

の取り方をそろそろ変えるべきではないかというように言っておきたいと思い

ます。食事がおいしいということ、４番目に出るということは結構なことなの

ですけれども、よくよく考えると、厳しい見方をすれば、東京の魅力は何です

かということを言われたときに衛生的です、治安がいいです、人が親切ですと

いうことはあまりにも寂しい。コンテンツ、何もなくて、言うことに困って「人

が親切だった」という解釈はできないことはない。  

 普通であれば、旅行した後に東京はどうだったのですかというと、いや、道

がきれいでしたということは普通出てこないと思います。ですから、そこから

言えるのは、このアンケートの取り方というのは複数回答という書き方からす

ると、ある意味でこういう質問に対してイエスなのか、ノーなのかということ

で、そうすると、無難なところから「人が親切だった」のですかということを

聞くと、いや、みんな不親切だったというのは、そもそも自分の有給休暇とお

金を使ってその国まで来て、日本人を相手にしてあなたたち、みんな不親切で

すと言うことは普通の外交的なことからするとイエスと言う回答しか得られな

い。ある意味で、押しつけがましいようなものになっているかと思います。  

 街が汚かったのですか、きれいでしたかと言ったら、そういう質問だったか

ということは、やはり決まり事、もしくは要するに申し上げたいのは、役に立

たないこういう回答を税金を使って得るということは何か理解に苦しむ部分も

あります。  

 ですから、聞き方に問題があったのではないかということを一つと、本来で

あればこういうアンケートというのは自己満足するためのアンケートではなく

て、戦略を探っていくためにどうすればいいのかというためにやるべきものな

のです。そうすると、このアンケートの結果はやはりコンテンツが伝わってな

いという結論にしかならないと思いますので、本来であれば、どうすればもっ

と魅力的だったのかとか、何がどう魅力的だったのかとか、そういうような東

京の観光戦略を発展させていくためにネタになるようなものに変えなければい

けないのではないかというように思います。  

 ここまでもう 10年近く大きくインバウンド戦略が発展している中で、もう発

展途中の聞き方というのは多分そのまま引きずっている可能性があると思いま

す。今となって、こういう学びのないアンケートはやめて、学びになるものに

するべきものでないかと思います。要するに実際に東京都としての観光戦略は

届いているのか、届いてないのか、何をどう変えていくのかということはこう

いうアンケートをもって確認をすると同時に、新しい戦略の情報を得る目的に
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するべきものでないかというように思います。  

 観光庁さんが実施しているものの中で、「日本に来て困ったことは何だった

のですか」というアンケートを定期的に実施しています。そうすると、その結

果として、Wi-Fiが充実していない、キャッシュレスができていない、トイレが

使えない、ゴミ箱がない、バリアフリーができていない等、様々な問題を明確

になりました。国策として一個一個に対してそういう補助金をつけるか、方針

をつくって、実施した後に実際にそれでそういう指摘をしている人が減ってい

るのか、減ってないのかということを確認して、新しい問題も課題もそこで聞

き出していることになっていますので、そういう観点でもう一回、この資料の

アンケートの取り方を考え直したほうがいいのではないかというように思いま

す。  

 特に深掘りが必要なので、ナイトライフ観光が魅力的であるかどうかという

のはイエスかノーというのは、「ああそうですか、はい、分かりました」とい

うことに終わるので、何が問題だったのかということを聞くべきものでないか

と思います。何しろ、やはり先ほど申しましたように自分の時間と自分のお金

を使って日本まで来た人に外交的な質問、外交的に答えるに決まっている質問、

無難な答えのしようしかないような聞き方をするということがここからぷんぷ

んしてきますので、そういうものではない、要するにもう少し先端的なアンケ

ートのつくり方に切り替えるべきでないかと思います。  

 最後なのですけれども、最近困っていることで、地下鉄で Suica等々を使って

いる人は多いのですが、チャージをする時はクレジットカードが使えないそう

です。そこで ATMを探しに行ってお金を下ろしていって、地下鉄のチャージのと

ころに行っている人が非常に多くて困った口コミが非常に多く増えています。

東京の地下鉄で、機械でなぜ現金主義なのかという、これも考え直したほうが

いいのではないかと思います。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 アトキンソン委員、ありがとうございました。  

 一番最後のクレジットカードの決済は、東京メトロはまだやってないのです

けれども、関西で南海とか阪急は一部始めています。それから、首都圏では東

急がそれに取りかかろうとしているといったような状況でございます。ただ、

大宗はまだそこまでいってないので、東京のようにたくさんの人が一度に改札

を通るときに、いわゆる演算速度みたいなものでささっと処理するためには今

の交通系 ICカードのほうが優れているというのがどうも彼らの言い分のようで

ありますけれども、もちろん、今おっしゃっているように改善する点は多々あ

ると思います。  

【アトキンソン委員】  
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 この間、モノレールなのですけれども、浜松町に行って、そこでチャージの

お金が入らないわけなので、浜松町の近くにある ATMは物すごい遠いのです。そ

うすると、間に合わない、間に合わないと言っている人が結構います。 SusHi 

Techと言っている割には ATMを探しに行かなければいけないというのは、何が

SusHi Techなのかよく分かりません。  

【佐藤座長】  

 アトキンソン委員、ありがとうございました。  

 それでは、すみません、お待たせいたしました。星野委員、よろしくお願い

いたします。  

【星野委員】  

 本日、多くの方々の意見を聞き、やはり大事なのは健全な競争環境の整備、

国や地方自治体の重要な役割は、健全な競争環境の整備であると思っています。

そういう観点で、先ほどのフードプロモーションの話は、都としてやるべきな

のか、または民間の役割なのか。インバウンドマーケティングについても、ど

この国から何人呼ぶということも本来は民間が各自で努力すべき役割であると

考えています。都が取り組むべきことは競争環境をしっかり整備することだと

思います。競争環境が整っている産業は必ず強くなると考えており、産業を強

くしようと思えば、そこに集中することが大事なのではないかなと思っていま

す。  

 2022年から全国旅行支援があり、これもコロナ禍では一定の効果がありまし

たが、 2022年 10月以降はインバウンド市場も戻り始めましたが、その後も全国

旅行支援を長く続けたことは競争環境を阻害したと感じています。東京都は６

月まで実施しました。沖縄では 2023年 11月まで続けることが発表されています。

沖縄旅行が税金によって割安になるという状態が生じていて、それはほかの県

やほかの地域との比較において健全な競争環境が阻害されている状態だと感じ

ています。  

 鎌田先生も指摘されていましたが、都の重要な役割の１つはプラットフォー

ムを構築し、世界の観光市場の中で負けない環境を用意することであると思い

ます。これは競争環境そのもののアップグレードでもあります。現在日本がプ

ラットフォームとして出遅れている例としては、民泊やライドシェアがありま

す。民泊とライドシェアがいいかどうかという話は別にして、世界ではこれら

がスタンダードになってきているわけです。私もライドシェアのアプリを海外

で利用するようになり、シドニー市内での行動範囲は格段に広がりました。公

共交通機関が便利ではないロサンゼルスは嫌いな街だったのですが、好きな街

に変わりました。ライドシェアにはさまざまな課題があるとは思いますが、世

界の観光産業との競争を考えた時に本当に不要なのかを議論すべきと思います。 

 山田さんから、今は白タクは禁止なのに外国人向けに一部行われていて、そ
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れが放置されているという指摘がありました。これも健全な競争環境を阻害し

ています。禁止にしているなら日本人、インバウンドにかかわらず、白タクは

取り締まるべきであると思います。  

 最後に、前回もお伝えしましたが、東京は食が大きな魅力として認識されて

いますが、食の魅力の情報発信のルートがミシュランに依存し過ぎています。

ミシュランに載っている店と載っていない店で大きな情報露出格差が生じてい

て、結果的に東京の飲食店の多くが質を過小評価されている。これも健全な競

争環境が阻害されている事例であると考えています。ミシュランに載っていな

い飲食店の方が圧倒的に多く、それらの店舗でも十分に旅行者に満足いただけ

る場所が沢山あります。食の魅力が東京の重要な観光コンテンツなのですから、

その情報を発信する新たな仕組みづくりを政策に盛り込むことが重要であると

感じます。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 星野委員、ありがとうございました。  

 まだまだ御意見おありかと存じますけれども、司会の不手際で、予定してお

りました 15時を越えてしまいました。この辺りで議論、意見交換は終了とさせ

ていただきます。  

 本日は委員の皆様から多様な、かつ貴重な御意見を賜り、ありがとうござい

ました。本日、委員の皆様からいただいた御意見につきましては、今回の東京

都観光産業振興実行プランの改定に効果的に反映させていただくよう、事務局

に対してお願いをいたします。  

 また、委員の皆様の御指摘は多様な分野にわたっておりますので、東京都観

光産業振興実行プランの改定への反映に当たっては、本日冒頭に事務局から説

明のありました「『未来の東京』の実現に向けた重点政策方針」と同じように

観光部で所掌する施策のみならず、オール東京都の施策で受け止めていただき

たいと思います。どうぞよろしくお願いをいたします。  

 それでは、事務局にお返しいたしますので、連絡事項等ありましたらお願い

をいたします。  

【向井観光部長】  

 ありがとうございました。  

 本当に本日は貴重な御意見を賜り、ありがとうございました。  

 座長からも取りまとめていただきましたけれども、御提案いただきました意

見、内容等につきましては、今後の我々の観光施策の推進に活かしてまいりた

いと思っておりますので、引き続き御意見等、御助言いただければと思ってお

ります。  

 なお、次回の開催でございますけれども、次回は 11月上旬を予定しておりま
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す。皆様、どうか御参加いただきまして、また貴重な御意見をいただければと

思っております。  

 以上でございます。  

【佐藤座長】  

 それでは、以上をもちまして本日の会議を終了いたします。  

 委員の皆様、どうもありがとうございました。  


